
第１学年１組 音楽科学習指導案 
   

１題材 「魔王」 

２ 指導観 

○  鑑賞の授業では、単に音楽を表層的に快いとか、きれいだということにとどまらず、その音楽の内容を自

ら知覚・感受し、自分なりに価値あるものとして意味を見出すことが求められている。共通事項を支えにし

ながら、楽曲を形づくる要素と曲想との関わりを感じ取らせることを通して、主体的に聴く態度を育てるこ

とは大変価値のあることである。 

本題材ではシューベルト作曲の「魔王」を扱う。この曲は、伴奏のリズムの変化や強弱、旋律の高低など

の音楽の特徴が分かりやすく、また、詩も「語り手」「父」「子」「魔王」という４つの登場人物の対話形式で

進行し、人物ごとに声色 を工夫して歌うことから、曲想の変化をとらえやすい構成になっている。そこで学

習内容では、歌い手が一人で登場人物を歌い分けていることに着目させ、曲想と関連付けて表現を工夫して

いることを理解させる。そしてピアノ伴奏や、詩の内容と音楽を形づくっている要素との結びつきを感じ取

らせ、歌曲の表現の豊かさを味わわせたい。さらに、感じ取ったことを「言葉で説明する」、つまり音楽を形

づくっている要素や構造などをイメージしたことの理由としてあげながら音楽のよさや美しさについて述べ

られる力を身に付けさせたい。また、自ら感じたことや自分なりに解釈したことをもとに話し合う場面を設

けることで、他者の感じ方や解釈も参考にして学びを深め合い、一人一人が音楽に対する関心をより深める

ことは大変意義深い。 

○ 本学級の生徒はこれまでに、ヴィヴァルディ作曲「春」(第 1 楽章)を鑑賞してきており、曲想を感じ取っ

て情景を想像したり、音楽の特徴とソネットの結びつきを考えたりしている。その中で、音楽で作曲者がイメ

ージした情景を表すことができることに気づき、音色、強弱、速さなどの音楽を形づくっている要 素を知覚

し、曲想を感じ取っている。しかし、感じ取った音楽の雰囲気などについて、音楽を形づくっている要素に触

れながら、自分なりの言葉で説明することはできていない。そこで本題材を学習するにあたり、登場人物ごと

に音楽の特徴をとらえ、自分たちが感じ取った曲想を交流する場面をつくり、音楽を形づくっている要素や構

造などをとらえながら、その音楽のよさを味わうことができる生徒を育てていきたいと考える。 

○ 指導にあたっては、音色、リズム、速度、旋律、強弱などの音楽を形づくっている要素から4人の登場人物

の心情の変化を感じ取らせ，自分の言葉で説明できるようにしたい。また、一人一人が楽曲をより深く聴いて

味わい、言葉で説明し合う中で、音楽の良さや楽しさを感じる力を身に付けさせたい。そのためにまず、歌い

手が一人で登場人物を歌い分けていることに着目させ、音色、リズム、速度、旋律、強弱などの共通事項を手

がかりに曲想と関連付けて表現を工夫していることを理解させる。ここでは、役柄に応じた歌い手の声の高低

差や表情、声やピアノの音色の変化などをとらえさせる。そして班で役柄を決め、曲をいて取り感じ取ったこ

とを活かして、日本語の詞を楽曲の雰囲気に合わせて朗読し、歌詞の内容に合わせて歌い手の表現が変化して

いることを感じ取らせたい。次に声やピアノの音色、登場人物の心情や情景を表現した旋律、強弱の変化を感

じ取る。ここでは、ピアノ伴奏に着目させ、登場人物によって変化するピアノの強弱や、音色、リズムの変化

や、前奏に演奏される３連譜のリズムから、魔王の場面に合わせてピアノ伴奏がつけられていることを理解す

る。また、子の部分のみを取り出して聴き、声の音色の変化や音高の変化などを子の心情の変化とかかわらせ

ながら感じ取らせたい。最後に、音楽を形づくっている要素や構造と曲想とのかかわりを感じ取って解釈した

り価値を考えたりし言葉で説明し、音楽の良さや美しさを味わせる。 

ここでは、これまでの学習を生かして「魔王」の良さなどを紹介する文章をワークシートに書いて、要素や

構造などをイメージしたことの理由としてあげながら音楽のよさや美しさについて述べられる力を養いたい

と考える。 
３ 目標 

（１）詩の内容と曲想のかかわりに関心をもち、鑑賞する学習に主体的に取り組もうとしている。 

〔音楽への関心・意欲・態度〕 

（２）声やピアノの音色、リズム登場人物の心情や情景を表した旋律、強弱の変化を知覚し、それらの働きが生

み出す特質や雰囲気を感受している。                       〔鑑賞の能力〕 

 

（３）鑑賞したことを根拠にしながら、そこに自分の価値や思いを加え、音楽の良さや美しさを味わって紹介文

を書くことができる。                               〔鑑賞の能力〕 



４ 単元計画・評価計画（４時間）  

次 時 学習活動・内容 ねらいと具体的な支援 観点別評価規準〔方法〕 

一

つ

か

む 

 

 

1 

 

１ 楽曲について知る。 
・魔王の曲の概要を知る。 
 
・作曲者について知る。 
 
・班で役割を決め、魔王の詩の朗
読を行う。 
 

 
 
 
 
・楽曲の特徴を感じ取るために、
声の特徴や伴奏、曲の雰囲気など
をもとに考える。 

関：楽曲について関心を持って
聞いている。 

〔様相〕 
 
 
 
 

二

さ

ぐ

る 

深

め

る 

２ 

 
２ 登場人物の心情に合わせた 

曲想の変化を感じ取る。 
 
・登場人物ごとの声の音色の違い
を考える。 
 
・登場人物ごとの強弱の変化につ
いて考える。 

 
・登場人物ごとの旋律の変化につ
いて考える。 

 
・登場人物ごと、物語の進行に合
わせて変化する伴奏について
考える。 

 
・聴き取ったことを活かして魔王
の詩の朗読を行う。 

 
 
 
 
 
 
・表現の違いを聴き取るために音
色、強弱、旋律、リズム等を手が
かりに鑑賞する。 
 
・子の部分の音高の変化を感じ取
るために子の部分の旋律をピア
ノで弾く。 
 
・聴き取ったこと活用するために
班で役割を決め、詩の朗読を行
う。 

 
鑑：声やピアノの音色、リズム
登場人物の心情や情景を表し
た旋律、強弱の変化を知覚し、
それらの働きが生み出す特質
や雰囲気を感受している。 

〔ワークシート〕 
 
関：詩の内容と曲想のかかわり
に関心をもち、朗読を行ってい
る。       〔様相〕 

 

三

生

か

す 

 

 

１ 

３ 学習のまとめとして「魔王」
の紹介文を書く。 
 
・これまでの学習を振り返る。 
 
・学習のまとめとして、「魔王」
の紹介文を書く。 

 
・紹介文を交流する。 
 
・紹介文を全体に発表する。 
 
・表現の違いを感じとるために
「アヴェマリア」を鑑賞する。 

 
 
 
 
・ 

・ 

 

 

・音楽から想像したことや感じ取

ったこと」と「その理由」を含め

て紹介文を書くために音色、リズ

ム、旋律、強弱のうちから２つ以

上の言葉を用いるよう指示する。 

 

鑑：鑑賞したことを根拠にしな
がら、そこに自分の価値や思い
を加え、音楽の良さや美しさを
味わって紹介文を書いている。 

〔ワークシート〕 
 

関：紹介文を相手に伝わるよう
に発表することができている。 

〔様相〕 

 
５ 本時 平成３０年１１月１３日（火） 第１校時 音楽室において 
（１）本時の指導観  

これまでに生徒は、ヴィヴァルディ作曲「春」(第 1 楽章)を鑑賞してきており、曲想を感じ取 って情景
を想像したり、音楽の特徴とソネットの結びつきについて学習している。前時では、登場人物に合わせた音
色の変化や、登場人物の心情に合わせて変化する強弱、旋律、伴奏の変化を学習した。本時では、「魔王」
の音楽について，「自分が気に入ったところなど，ぜひ他の人に紹介したいこと」を紹介文を書くことがで
きるようにすることをねらいとしている。まずこれまでの学習を振り返り、登場人物の心情に合わせた曲想
の変化を確認する。ここでは、前時の板書をまとめを黒板に掲示する。そして、鑑賞したことを根拠として
「魔王」の紹介文を書き、班、全体へと交流していく。 
 

（２）本時の主眼 
・ 「魔王」について鑑賞したことを根拠にしながら、紹介文を書くことができるようにする。 

 

「魔王」の音楽について，「自
分が気に入ったところなど，
ぜひ他の人に紹介したいこ
と」を紹介文を書くことがで
きるようにする。 

魔王の曲について知り、詩が
表現している内容について理
解することができる。 

登場人物の心情に合わせた曲
想の変化を感じ取ることがで
きるようにする。 

本 
時 
１ 
／ 
１ 



（３）評価の観点・方法 

 
（４）準備 
  拡大版振り返りシート、拡大学習プリント、学習プリント、魔王ＤＶＤ 

 
（５）展開 

段

階 
学習活動・内容 

生徒の反応 

（自分事の問い） 
具体的な支援 

配

時 

形

態 

つ

か

む 

 
１ 前時の復習を行う。 
 
（１）登場人物の心情に合わせた曲想の変

化を感じ取る。 
① 登場人物ごとの声の音色、強弱、旋 

律、伴奏について復習する。 
 
 

 
 
 
 

 
・登場人物ごとの声の音
色、強弱、旋律、伴奏
はそれぞれどうだっ
たかな？ 

・父は声が低く、子は怯
えるごとに声が高く
なっていく。魔王は最
初は優しい声で誘っ
ているが最後は激し
い声で歌っていた。 

 
 

 
・黒板に前時の振り返
りシートを貼り、これ
までの学習を振り返
る。 
 
 

10

分 

 

 

 

 

 

 

一

斉

  

さ

ぐ

る 

・ 

深 

め 

る 

 

 

 

 

生 

か 

す 

 

 
 
２ 紹介文を書く。 
 

（１）紹介文の書き方を知る。 

  

 

 

 

 

（２）紹介文を書く。 

 

 

３ 発表したことをまとめる。 

（１）紹介文を交流する。 

 

 

（２）全体で交流する。 

 

４ 学習のまとめをする。 

（１）教師の説話を聞く 

（２）アヴェ・マリアを鑑賞する。 

 

 
 
 
 
・「魔王」の音楽につい
て、「自分が気に入った
ところなど、ぜひ他の人
に紹介したいこと」を紹
介文を書くことができ
るようにする。 
 
・これまでの学習で考え
たことを根拠にしなが
ら、紹介文を書く。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・鑑賞で学習したことを
表現の分野につなげて
いくことを確認する。 
 

 
 
 
 
・書き方の例を参考
に、自分の楽曲に対す
る考えや、これまで学
習したことを根拠と
してあげながら紹介
文を書く。 
 
・音楽を流しながら学
習を振り返る。 
 
 
 
・紹介文を交流し友達
のよい所をプリント
にまとめる。 
 
 
 
・アヴェ・マリアと魔
王の表現の違いを考
え、合唱活動に活かす
ようにする。 

 

 

 

7

分 

 

 

 

13

分 

 

 

10

分 

 

5

分 

 

5

分 

 

 

 

   

一

斉 

 

 

 

班 

 

 

 

一

斉 

 

 

 

 

 

 

評 価 規 準 観 点 段階 方 法 

鑑賞したことを根拠にしながら、そこに自分の価値や思いを
加え、音楽の良さや美しさを味わって紹介文を書くことがで
きる。 

鑑賞の能力 深める ワークシート 

めあて  「魔王」の紹介文をつくろう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


